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研究成果の概要（和文）：本研究は，老化の過程において精神的健康を保つための心理的要因を抽出し，その心
理的要因を測定する方法について検討した。その結果，1) 身体的な健康が維持された前期高齢者においては老
いを受容するよりも心理的自立を実感することが精神的健康の維持に役立つこと，2) 高齢者への投映法検査は
有用であるが，認知機能の低下の影響を考慮する必要があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify psychological factors for maintaining mental 
health in aging and to examine methods for measuring these psychological factors. Result indicated 
that 1) acceptance of ageing might be important for elderly people who have a physical disability 
and several restrictions in their daily life, and 2) some project methods were useful tool to 
assessment for elderly, however it is necessary to consider cognitive decline.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
医学の進歩等により，心身の機能が老化し

ながらも長寿を全うできるようになった。こ
れに伴い，これまでのようなアンチエイジン
グ研究だけでは精神的健康を支えられない
こと，老化と上手く付き合いながら健やかに
生きることを目指す研究が重要であること
が指摘されている。これら老化を前提とした
研究は次の 3 つに類型できる。①住まいの調
整や福祉制度への提言など，高齢者をとりま
く環境整備に関する研究，②家族や介護士と
いったケアする側のメンタルヘルス維持・向
上といったサポーターの調整に関する研究，
③高齢者自身への提言やカウンセリングな
ど，高齢者本人に直接アプローチする研究。
特に③についての研究は，サンプリングと要
因の測定方法に限界があることから研究は
困難とされているが，高齢者本人へのアプロ
ーチは重要かつ有効であり，高齢者に適した
心理検査が求められている。 
そこで本研究では高齢者本人に直接アプ

ローチするために，心理的自律性に着目した。
心理的自律性は，「自己決定，自由，独立，
選択と行動の自由を含む諸概念  (Collopy, 
1988)」と定義され，高齢期における心理的
自律性は，「自分の生活や生き方において，
その範囲が限られていても，自己決定・選択
性・意思性を持っているという実感」を指す 
(Bekker et al., 2006)。すなわち，老いという
避けられないプロセスにおいて，意思をもっ
て生きる“感覚”を維持することを意味して
おり，老化の中で精神的健康を維持するため
の“最後の砦”といえる。 
高齢期における心理的自律性を具体化す

るために半構造化面接を行った先行研究で
は，高齢期に体験する老化や変化の中でも身
体機能の老化は無力感や絶望感を引き起こ
し，高齢者の精神的健康に脅威を与えやすい
ことが示された (深瀬・荒井, 2013)。誰もが
経験する老化である身体機能の低下によっ
て，生活は大きく変動し，心理的自律性を発
揮できないと，精神的健康度は下がりやすい
ことが示唆されたのである。これらの研究に
おいて，高齢者の心理的自律性は心理的自立
と老いの受容の 2軸による仮説モデルが生成
されている。 
また，投映法による心理検査である主題統

覚検査は，ロールシャッハ・テストよりも現
実に近い心理的葛藤や人間関係を投映する
と考えられている心理検査である。31 枚のカ
ードから被検査者の問題や状態によって任
意のカードを選択できること，各カードで物
語を 1 つ作成し，その都度，検査者の質問に
答えるという実施方法の特徴から，高齢者に
適した検査であると考えられる。しかし，そ
の妥当性については，特に高齢者を対象には
十分な検証が行われていない。 

 
２．研究の目的 
身体的老化の過程において精神的健康に

寄与する心理的要因を明らかにするために，
（１）心理的自律性を測定する質問紙を開発
し，その役割を検討し，（２）開発した質問
紙検査に投映法検査等の検査を組み合わせ，
高齢者への適用について検討した。 
 
３．研究の方法 
（１）心理的自律性尺度の開発とその役割の
検討 
心理的自立性および老いの受容の２下位

尺度で構成される心理的自律性尺度を作成
した。項目は先行研究から収集し，一部は高
齢者に適した文言に修正した。 
作成した自律性尺度を含む質問紙調査を，

在宅で生活する 65 歳以上の高齢者を対象に
郵送法および留置法によって実施した。約
1000 部を配布し，610 部を回収し，回答に欠
損の少ない 572 部を分析対象とした。 
 

（２）高齢者を対象とした心理的要因の測定
方法の検討 
シルバー人材センターに登録している 65

歳以上で認知症の診断のない高齢者 58 名を
対象に募集した。対照群として A大学の 1年
生 60 名にも同様の調査を実施した。 
調査は大学の研究室で個別に行った。TAT

は 8 枚のカードを用い (カード 1, 2, 3BM, 
6BM, 10, 12BG, 14, 16)，反応内容は IC レ
コーダーで録音し，後日，テキストデータに
起こした。その他，（１）で開発した心理的
自律性尺度，主観的健康状態，ADL 尺度，STAI，
GDS 短縮版，MMSE，PGC モラールスケール，
Big Five尺度短縮版についても調査を行った。 
TAT の指標・分類として，成人や精神疾患

患者を対象とした先行研究 (Aronow, Weiss, 
& Reznikoff, 2001; Bellak, & Abrams, 1997; 
Cramer, 2004; 鈴木, 1997) から抑うつとの
関連が指摘されている 42 の指標 (カードご
とに 3-8 指標) を抽出し，これらの指標に基
づいて研究対象者の作成した物語を分類し
た。 
 
４．研究成果 
（１）心理的自律性尺度の開発とその役割の
検討 
心理的自律性尺度は，探索的因子分析では

想定した２因子が得られなかったため，確認
的因子分析を行ったところ，高い信頼性係数
が得られ，妥当性についてもある程度確認さ
れた（表１）。高齢者を対象にした尺度にお
いて，少ない項目数で構成されることも有用
である。今後，本尺度を用いることで心理的
自律性の経年変化や効果的な維持・向上の方
略が明らかになると期待できる。 
次に，年代（前期高齢者，後期高齢者）ご

とに心理的自律性，IADL，精神的健康の関連
を分析した（図１）。その結果，前期高齢者
は老いの受容と精神的健康が負の関連を示
した。したがって，身体的な健康が維持され 



表１．心理的自律性尺度の確認的因子分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た前期高齢者においては老いを受容するよ
りも心理的自立を実感することが精神的健
康の維持に役立つこと，老いの受容はより老
化の進んだ場合に有用である可能性が示唆
された。 
また，心理的自立は，年齢にかかわらず精

神的健康との強い関連が認められた。さらに
老いの受容と心理的自立性にも高い相関関
係が認められた。本研究の対象者は高い IADL
得点が示されたことから，健康度が高い者と
考えられる。したがって，生活自立度の高い
高齢者の場合，心理的自立の実感が精神的健
康に有用であること，老いの受容は心理的自
立を介して精神的健康に影響する可能性が
示唆される。 

 

 
図１．年齢による心理的自律性と精神的健康
の関連（太字は統計的に有意だったもの） 
 
 
（２）高齢者を対象とした心理的要因の測定
方法の検討 
高齢者は抑うつ高群 14 名，低群 44 名であ

り，大学生は抑うつ高群 29 名，低群 31 名だ
った。TAT の 42 指標について群ごとに検定を
行った結果，7 指標において年齢や抑うつの
高低との関連が認められた。例えばカード
6BM において大学生の抑うつ低群と抑うつ高
群は，先行研究で一般的な反応として挙げら
れている「カードの若い男性と年配の女性は
対等，あるいは男性の方が優位な関係」とす
る反応が多かった。一方，高齢者の抑うつ低

群では「年配の女性の方が若い男性よりも優
位な関係」とする反応が多かった。また，白
紙のカード 16 では，先行研究で稀な反応と
して指摘されている「白色に規定されない」
反応が，大学生の抑うつ低群と抑うつ高群で
は少なかったが，高齢者の抑うつ低群では多
かった。なお，全 42 指標中 24 指標では，4
群とも先行研究で示された一般的な反応を
示した。 
以上の結果から，主題統覚検査において抑

うつのない高齢者に特有の反応がいくつか
の指標で示されたと考えられる。カード 6BM
におけるカードの若い男性と年配の女性の
関係は，先行研究の示唆とは異なり，高齢者
においては年配の女性を優位とする反応が
一般的である可能性が示された。年齢の近い
人物に同一化しやすいことと，高齢者の生活
満足度や自尊心が影響したものと考えられ
る。また，白紙カードで多くの大学生が白色
に基づく反応をしていたのに対し，多くの高
齢者が人生観などの白色に基づかない自由
な反応をした。これは，新規場面での戸惑い
や不安に際し，高齢者は経験に基づく対処方
法が豊富であるために不安や戸惑いが心理
的に解消されやすかった，あるいは独自の解
消方法を獲得しているために白色ではなく
経験に基づく反応をした可能性がある。 
ただし，多くの指標において抑うつ低群と

高群が同じ反応を示し，抑うつの指標として
の有効性は認められなかった。本研究の研究
対象者が精神疾患患者ではなかったため，抑
うつや偏った認知的特徴が現れにくかった
可能性がある。また，抑うつ以外の性格や防
衛機制との関連も検討する必要がある。 
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